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 梯久美子氏の『昭和の遺書』 3 では、敗戦の混乱期、死に向かった人、向かわせられた

人の遺言から、彼らの思いを聞きたい。陸軍大臣・阿南惟幾は、天皇の聖断が下った 8 月

14 日に、割腹し、頸動脈を切って自害した。二枚の半紙の一枚には「大君の深き恵に浴み

し身は 言い遺すへき片言もなし」と辞世が認められ、もう一枚には「一死大罪を謝し奉る」

と書かれていた。私は、彼の言う「大罪」とは何であったのかを知りたい。勝ち目のない

戦争に将、兵を送り込み、戦死者を無残に積み上げてきた。それを「大罪」と言うなら、

B29 による爆撃、原爆投下を受け壊滅的な状態であることを知りながら、ポツダム宣言受

諾に反対し、米英に一撃を加え、有利な条件で終戦を計るべきだとの彼の主張を断行した

なら、どれほどの戦死者を出しただろうか。「大罪」は更に膨れあがる。彼は、天皇から「朕

には国体（天皇と天皇制）護持の確信がある」と聞いて、承詔必謹に至ったらしい。陸軍

のトップとして、戦死者と死を共にする責任をとって逝ったのであろう。 

 東条英機は、A 級戦犯容疑で逮捕命令の出頭期限が迫った中で、自決を試みたが失敗し、

非難されたようだ。東京裁判で戦犯として死刑判決を受け絞首刑になった。彼は、自分の

葬式について、勝子夫人に指示している。また「二世のちぎり彼岸に待たん蓮の花」と書

き送り、蓮の花の咲く所で待っているよ、と詠んでいる。しかし「ただ一羽渡る雁あり胸

いたむ」という句は、孤独な心境を窺わせる。彼もまた、天皇制の存続を願った生粋の天

皇教徒であった。敗戦後、責任を負うと言って自決した人は多いが、生きて証言し、歴史

の事実を明らかにすることが真に責任を負うことになるのではないかと、私は思う。 

 広田弘毅は、東京裁判で、文官としてただ一人絞首刑を言い渡された。彼は、陸軍に積

極的に追従し、南京事件で残虐行為を止める措置をしなかった罪に問われた。外交で戦争

を食い止めようとしたが、力及ばず、責任を受け止め、一切の弁明をしなかった。死刑判

決は一票差であったという。遺書は全文カタカナで「ジツニジツニウレシカッタ、マッタ

クシアワセデアッタ、アタタカクキモチヨシ」と家族を安心させる言葉を遺している。恋

愛結婚した妻・静子は法廷闘争が始まる前、夫に心残りがないようにと自死した。広田の

遺書の最後は「ママノメイフクヲイノル」で、宛先も、既に亡くなった妻「シズコドノ」

になっている。城山三郎の『落日燃ゆ』で描かれているように、高潔な人であったようだ。 

 BC 級戦犯の裁判は、本土、アジア諸国で、6 年にわたって行われ、亡くなった人は 6068

名（自死、病死を含む）もいた。B29 の搭乗員を処刑した岡田資は、部下を守りながら、法

廷で無差別爆撃は国際法に違反すると強く主張したが、一人死刑判決を受けた。判決を受

けた後「御苦労様だ。私の代わりに若い諸君よ、元気に新時代に尽くせよ。ではさような

ら」と、次世代に託した潔い言葉を遺している。BC 級戦犯の裁判は正規の裁判が行われず、

現地の民衆の怒りの中で行われたケースもある。戦犯となって、外地で死なねばならなか

った無名の若者の遺書が残されている。「母さんに会ひたい、やさしいなつかしい母さんに

5 分でもよい、もう一度だかれて見たい、話したい、一度でいいから。…我々如き者がな

ぜ閣下やえらい人と同じ様に敗戦のぎせいにならなければならないのか。」朝鮮の若者を

軍隊に徴集し、捕虜の監視に就かせたケースが多い。彼らは、小さな日本兵が大きな外国

兵を顎で扱う様を見て、日本兵を尊敬して、同様に捕虜を扱い、捕虜虐待で死刑判決を受

けている。シンガポールで刑死した趙文相（日本名・平原守矩）は「人世最大の苦しみだ。

この部屋を出るまでだ、それももう 8 分は済んだ。あと 2 分だ。俺よ!がんばれ。…これで

この記を閉づ。この世よ幸あれ」と、刑場に向かう自分を励ましている。私は、BC 級戦犯

の遺言を読む度にいたたまれない思いに駆られ、戦争の非情さを恐れる。 


